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星原貴光：国語科における音読指導の系統的実践

１．はじめに
　音読は，これまでも広く行われてきた言語活動
の一つである。今回の学習指導要領改訂において
は言語活動の充実が示され，特に音読について
は，「読むこと」の指導事項アとして明確な位置
付けがなされたことや，指導時期が高学年にまで
広がったことに注目したい。
　ところで，音読はほとんどの学年・学級で取り
上げられ，繰り返し行われている割には，児童の
姿として学習後の伸びや変容をあまり感じられな
いという印象もある。これは自らの反省として，

「音読」に関する指導の目的や系統性等を明確に
しないまま，ただ繰り返し活動させていたという
課題があった。
　そこで，本実践では，第４学年国語科「読むこと」
の単元の中で，特に文学的文章を扱う時間につい
て，年間を通して系統的に音読を取り入れ，より
学習効果の高い音読指導の在り方について探るこ
ととした。

２．音読指導の意義
　音読の目的には，１）学習の範囲や内容を確か
めるための読み，２）言葉の響きを味わうための
読み，３）文章理解を深めるための読み，４）自
分の考えや気持ちを伝えるための読み，５）覚え
るための読み，６）声を鍛えるための読み，等が
挙げられる。本実践では，これら目的の違いを明
確にし，授業のどの過程にどのような音読活動を
取り入れるか工夫した。
　一方で音読は，ただ「読む」のではなく，「声
に出して読む」という課題も含む。そこで，「話
すこと・聞くこと」の領域とも関連を図りながら，

「音声化」についても意識をもち，音読から朗読，
スピーチへと学びが発展する系統的指導を試みる
こととした。

３．児童の実態
　本学級の音読に関する実態は４月の段階で，初
読の物語文１段落を，読み間違いをせずに読める
児童が３割程度，その中でも，すらすら読めてい
る児童は，わずか１割程度という実態であった。
これに，適切な声量や速度で読めるという観点を
加えると，ほとんどの児童が，まだ十分に音読で
きているとは言えない実態である。

４．年間指導計画の作成
　前述のような児童の実態を踏まえ，音読に関す
る年間指導計画を以下のように設定した。
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図１　教科書を見ながら音読する様子（４月）
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　年間指導計画の立案に当たっては，児童の音読
に対する学習意欲が持続できるようにし，また，
音読に必要な能力をスモールステップで学べるよ
うに工夫した。
　具体的には，学年末に保護者を招いて開催する

「半成人式」を音読学習の長期的なゴールとし，
全ての児童が，大勢の前でも堂々とスピーチがで
きることを最終的な目標の姿とした。
　「半成人式」でスピーチを行うには，原稿を暗
唱して話すこと，聞き手をモニタリングしながら
話すこと，動作を加えて話すこと，そして，適切
な声で話すことなど，様々な能力が必要不可欠で
ある。これらの能力を「話すこと」の時間だけで
習得させることは困難であるため，「読むこと」
の領域とも関連させながら，音読を通してスピー
チに必要な能力についても学ばせることにした。
また，年間を通した長期的な学習となるため，学
びの実感や意欲を持続できるよう，定期的に学習
成果を発表できるよう機会の充実にも配慮した。

５．実践の具体
　⑴　声の自覚化
　音読には，いくつかの課題があるが，その多く
は，声の大きさや読む速度，間の取り方など，声
に関する課題が多く，意外にもほとんどの児童が，
自分の声が聞き手にどのように伝わっているのか
をあまり意識しないまま話したり，音読したりし
ている場合が多い。
　そこで，４月教材「三つのお願い」では，まず，
自分の声を知るということに重点を置き，よりよ
い声の出し方について指導することとした。

　音読のポイントとしては，１）大きさ，２）速さ，
３）抑揚，４）アクセント，５）間，などがあり，
これらは，スピーチをする場合の声の出し方とも
共通する。これらの意味を理解させた後，児童の
意見を聞きながら，分かりやすいように音読記号
にまとめた。
　また，この５つのポイントをもとに，各自の声
を相互に評価し合い，自分の声を自覚化させるよ
うにした。

時期 教材名等 活動の重点
４月 ３つのお願い 音読・部分暗唱
５月 春のうた 群読・全体暗唱
７月 白いぼうし 朗読
９月 ぼく 群読・動作化
１０月 一つの花 音読発表会
１１月 学習発表会 音読劇（学年全体）
２月 半成人式 スピーチ

図２　音読のポイントをまとめたパネル

図３　声のカルテ
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　⑵　声の出し方の指導
　様々な場面に応じた声の出し方ができるよう，
教具に「声の玉手箱」を用意した。

　声の玉手箱の中には，

　「おい，きみ。」
　　　　　「何してるの。」
　　　　　　　　　「こっちにおいで。」

と書いた３枚の短冊と，
・「あわてている」
・「おこっている」
・「こまっている」
と書いたカード，その他，音読記号のマグネット
カード等が入れてある。
　これらを組み合わせ，

『「おい，きみ。」という文を「おこっている。」よ
うに（みたいに）読んでみよう。』というように，
実際に声に出して読ませながら，声の大きさや速
さ，間の取り方などを変えると，その場面や心情
に合った読み方になることを体験的に学ばせた。
　また，「こまっている」ときの声，「おこってい
る」ときの声などを聞き比べさせ，声の出し方に
は，どのような違いがあるかを分析的にとらえさ
せ，音読記号でその違いを表現できるようにした。
　これらの活動を通して，児童は，「うれしそう
な声」「かなしそうな声」「くるしそうな声」など，
様々な場面に応じた読み方ができるようになり，
教科書に音読記号やト書を付けて，読み方を工夫
する姿が見られるようになってきた。

　⑶　群読の指導
　読み方の工夫を理解し，音読に対する自信を付
けてきた５月には，「春のうた」（草野心平作）で
群読に挑戦させた。ここでは，文章も短いので全
員が全体暗唱することとし，小グループに分かれ
て，それぞれが声を重ねて読むところ，輪唱のよ
うに同じ文章を繰り返したり，追いかけたりして
読むところなどを話し合って決めさせた。

　また，ここでは，読む役割や動作の付け方，読
み方の工夫など，自分たちが話し合って決めたこ
とをどのようにシナリオに書き込んで行けばよい
かについても学ばせ，この単元以降に学習する音
読劇やスピーチにおいても，スムーズなシナリオ
作りができるようにした。

図４　声の玉手箱

図５　動作を付けて音読する様子（４月）

図６　群読指導用のパネル
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　⑷　読んだことを音読に生かす指導
　小学校学習指導要領解説国語編においては，「朗
読は，読者として自分が思ったことや考えたこと
から対象としている文章の全体的なイメージを明
確にし，そのことを相手に分かってもらうように
伝えようとして音声化するものである。」と定義
され，また，「音読が，文章の内容や表現をよく
理解し伝えることに重点があるのに対して，朗読
は，児童一人一人が自分なりに解釈したことや，
関心や感動をしたことなどを，文章全体に対する
思いや考えとしてまとめ，表現性を高めて伝える
ことに重点がある。」と定義している。
　ここまでの学習で，児童には，表現としての音
読の力は高まってきているものの，文章を読んで
自分なりに感じたり考えたりしたことなどを生か
して音読できるようになったかと言えば，まだ十
分な力は身に付いていないと感じられた。
　そこで，７月教材「白いぼうし」では，文章内
容の理解に重点を置き，登場人物の心情や性格，
人柄などに深く迫る読み方を身に付けさせ，そこ
で感じた感動や自分なりの考えを聞き手にもよく
伝わるように音読することを目標に学習を設定し
た。

図７　登場人物の心情を読む「えんぴつ読み」

図８　えんぴつ読みを生かした心情把握

図９　教材「白いぼうし」の板書（７月）
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　本単元では，図７，図８の通り，登場人物の会
話や行動から心情を読み取る「えんぴつ読み」の
手法を取り入れた。
　児童は，教材文で「えんぴつ読み」の仕方をモ
デル学習した後，「白いぼうし」と同じ「車の色
は空の色」シリーズの中から，好きな話を選んで，
それぞれが読み取った登場人物の人柄や性格，心
情，あらすじなどをリーフレットにまとめ，紹介
し合う活動を行った。
　この交流を通して，多くの児童は，図１１のよう
に，松井さんの人柄を「優しくて真面目」，「思い
やりのある人」，「温かくて人のことを優先する人」
ととらえたようである。また，中には，「ユーモ
アのある人」，「あわてんぼうな人」などといった，
シリーズ読みならではの良さを生かした読み取り
ができた児童も見られた。
　終末の好きな場面を選んで音読発表する活動で
は，松井さんの優しい人柄や温かな性格がよく伝
わるよう，相互にアドバイスし合いながら，これ
まで以上に声の出し方を工夫して，心の伝わる音
読ができるようになった。

図１０　「読むこと」の常掲パネル

図１１　「白いぼうし」のワークシート
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　⑸　音読劇の指導
　これまでの学習を生かす場として，１０月教材「一
つの花」では，保護者を招いての音読劇発表会を
開いた。

　どの児童も４月の頃に比べ，全文を暗唱し，声
の出し方を工夫したり，大きな動作を付けたりし
て，堂々とまた，生き生きと自分の感じた感動や
思いを音読にのせて，保護者の前で発表すること
ができた。

　特に，戦争を題材にした「一つの花」の全体発
表では，児童の真剣な演技に感動の涙を流される
保護者も多かった。ここでの学習は，１１月の学習
発表会「わたしのいもうと」の学年全体による音
読発表にも生かされ，同じく会場が涙に包まれ１
年間の音読学習を締めくくるよい機会となった。

６．成果と課題
　音読に関する指導を１年間に渡って系統的に
行ってきたことで，児童の音読の力は確実に高ま
り，また，「読むこと」の能力だけではなく，音
声化という観点から，スピーチに関わる能力まで
も十分に育ってきたと言える。
　今後，言語活動の充実を図るに当たり，本実践
を通して，まずは，これまでに行ってきた活動の
意義や指導法の見直しが大切であることを，１年
間の児童の成長の様子から感じることができた。

図１２　グループでの音読発表の様子

図１３　全体発表「一つの花」の音読劇

図１４　「一つの花」の板書（１０月）

図１５　半成人式でスピーチする児童の様子
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